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質
問　

イ
ク
ジ
イ
、
イ
ク
バ
ア
の
取

り
組
み
は
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性

活
躍
推
進
の
視
点
か
ら
も
積
極
的
に

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

子
育
て
に
お
い
て
、
祖
父
母

が
一
番
頼
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

が
、
祖
父
母
の
中
に
は
経
験
が
乏
し

い
方
や
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
子
育
て

方
法
に
戸
惑
い
を
持
つ
方
も
お
り
、

孫
育
て
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

他
自
治
体
等
の
情
報
を
収
集
し
、
イ

ク
ジ
イ
、
イ
ク
バ
ア
の
育
成
や
孫
育

て
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

本
市
は
、
外
国
語
活
動
を
小

学
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
週
１
時

間
、
５
年
生
か
ら
は
読
む
、
書
く
を

取
り
入
れ
週
２
時
間
授
業
し
て
い
る
。

孫の世話をするおじいちゃん

文
法
が
始
ま
る
５
年
生
で
、
い
わ
ゆ

る
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
小
５
ギ
ャ
ッ
プ

と
な
ら
な
い
か
。
そ
の
対
策
は
。

答
弁　

小
学
１
年
生
か
ら
適
切
な
段

階
を
踏
み
、
５
年
生
か
ら
の
英
語
学

習
に
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
で
き
る
よ
う

英
語
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

高
崎
ア
リ
ー
ナ
本
体
と
付
随

す
る
整
備
も
含
め
た
総
事
業
費
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。
ま
た
、
今
後

の
返
済
計
画
は
。

答
弁　

総
事
業
費
は
約
１
５
４
億
３

０
０
０
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
、
指
定
管
理
料
と
し
て
約
２
億
２

０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
ま

た
、
返
済
は
有
利
な
起
債
を
活
用
し
、

完
成
後
25
年
で
終
了
予
定
で
あ
る
。

質
問　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
お
け
る
今
後
10
年
間
の
大
規
模
改

修
を
含
め
た
老
朽
化
対
策
や
建
て
替

え
、
新
規
事
業
な
ど
年
度
別
更
新
費

用
の
推
移
は
。

答
弁　

本
計
画
で
は
、
施
設
状
況
や

財
政
状
況
を
勘
案
し
予
算
を
確
保
す

る
こ
と
と
し
、
維
持
補
修
費
で
は
、

平
成
28
年
度
決
算
見
込
み
額
を
ベ
ー

ス
に
約
１
７
０
億
円
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、高
崎
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
建
設
等
の
大
き
な
事
業
が
予
定

さ
れ
る
29
年
度
か
ら
34
年
度
は
、
毎

年
１
０
０
億
円
か
ら
１
５
０
億
円
で

推
移
し
、
期
間
中
の
全
体
額
は
８
５

０
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問　

イ
ノ
シ
シ
の
市
街
地
出
没
を

受
け
、
県
で
は
対
応
指
針
を
つ
く
り
、

ま
た
、
新
年
度
予
算
案
に
も
対
策
の

経
費
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁　

県
予
算
案
で
は
、
市
町
村
が

行
う
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
係
る
補
助
の

充
実
な
ど
強
化
に
取
り
組
む
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
等
の
市
街

地
出
没
対
策
指
針
で
は
、
緊
急
時
に

市
や
警
察
署
、
実
施
隊
な
ど
の
連
絡

体
制
の
整
備
や
出
没
時
の
役
割
分
担

な
ど
の
手
順
を
定
め
て
い
る
。
本
市

で
は
指
針
が
示
さ
れ
る
前
か
ら
高
崎

警
察
署
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
イ

ノ
シ
シ
等
が
出
没
し
た
場
合
は
、
警

察
で
対
応
し
、
市
や
実
施
隊
は
警
察

の
依
頼
で
出
動
す
る
と
し
て
い
る
。

質
問　

支
所
管
理
の
公
用
バ
ス
に
は
、

平
成
２
年
に
購
入
な
ど
、
年
数
が
た

っ
て
い
る
バ
ス
も
あ
る
。
更
新
も
必

要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　

高
崎
市
自
動
車
管
理
規
則
を

基
本
に
、
合
併
前
の
利
用
形
態
に
も

配
慮
し
、
引
き
続
き
安
全
な
運
行
に

努
め
る
。
ま
た
、
住
民
の
避
難
が
必

要
な
際
の
出
動
な
ど
、
地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
に
も
活
用
し
て
い
く
。

質
問　

移
住
促
進
に
は
、
各
支
所
で

の
空
き
家
バ
ン
ク
の
作
成
や
移
住
促

進
担
当
を
置
く
な
ど
の
体
制
が
有
効

と
考
え
る
が
、
本
市
の
人
口
増
へ
の

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
移
住
促
進

利
子
補
給
金
制
度
の
実
績
は
。

答
弁　

人
口
減
が
進
む
倉
渕
、
榛
名
、

吉
井
地
域
へ
の
移
住
促
進
を
図
る
た

め
、
こ
の
地
域
に
住
宅
を
取
得
す
る

際
に
受
け
る
融
資
の
利
息
を
５
年
間

全
額
補
助
す
る
。
平
成
28
年
12
月
末

現
在
で
44
件
利
用
さ
れ
た
。

質
問　

小
規
模
校
に
対
す
る
教
育
長

の
考
え
方
は
。

答
弁　

小
規
模
校
は
、
人
間
関
係
の

固
定
化
や
学
習
面
で
切
磋
す
る
機
会

が
少
な
い
な
ど
の
心
配
も
あ
る
が
、

き
め
細
か
な
指
導
が
受
け
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま
た
、
い
じ
め
問

題
が
少
な
く
、
全
国
の
学
力
調
査
も

健
闘
し
て
い
る
。
今
後
も
小
規
模
校

の
子
ど
も
が
不
利
益
を
受
け
な
い
よ

う
、
教
員
の
増
員
や
他
校
と
連
携
し

た
体
験
活
動
の
実
施
等
に
取
り
組
む
。

質
問　

本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
入
所
児
童
数
等
の
推
移
は
。

答
弁　

こ
こ
３
年
の
入
所
児
童
数
は
、

平
成
26
年
度
が
３
５
１
３
人
、
27
年

度
が
３
６
５
０
人
、
28
年
度
が
３
９

２
９
人
で
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
、
利
用
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、

利
用
率
や
ク
ラ
ブ
数
も
増
え
て
い
る
。

質
問　

空
き
家
を
活
用
し
た
施
設
拡

充
の
考
え
は
。
ま
た
、
保
護
者
や
支

援
員
か
ら
学
校
の
余
裕
教
室
を
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
提
供
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

学
校
周
辺
の
空
き
家
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
の
支
援
員
と

と
も
に
適
当
な
物
件
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
使
用
可
能
な
教
室

等
が
あ
れ
ば
学
校
と
協
議
し
、
提
供

し
て
い
る
。
地
元
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
で
き
る
限
り
対
応
し
た
い
。

質
問　

本
市
の
全
防
火
対
象
物
に
対

す
る
消
防
用
設
備
等
の
点
検
報
告
率

は
35
％
と
低
水
準
で
あ
る
。
こ
の
原

因
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

答
弁　

報
告
率
が
低
い
傾
向
の
飲
食

店
や
共
同
住
宅
、
工
場
な
ど
は
、
所

有
者
の
異
動
が
多
く
、
点
検
報
告
の

義
務
を
認
識
し
て
い
な
い
場
合
や
期

限
内
に
報
告
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、

報
告
率
が
低
い
原
因
と
認
識
し
て
い

る
。
こ
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
な

お
、
市
有
施
設
を
含
む
公
有
施
設
の

報
告
率
は
98
・
５
％
と
適
正
で
あ
る
。

質
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
お
ん

な
城
主
直
虎
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

直
虎
に
育
て
ら
れ
た
井
伊
直
政
は
、

後
に
徳
川
四
天
王
の
筆
頭
と
な
る
。

そ
の
出
世
の
地
が
箕
輪
12
万
石
で
あ

る
が
、
箕
輪
城
跡
に
案
内
所
や
休
憩

所
、
売
店
を
設
置
で
き
な
い
か
。

答
弁　

昨
年
11
月
に
郭か

く

馬う
ま

出だ
し

西に
し

小こ

口ぐ
ち

門も
ん

が
完
成
し
、
箕
輪
城
跡
を
訪
れ
る

観
光
客
は
増
加
し
て
い
る
。
案
内
所

等
の
設
置
は
、
来
場
者
か
ら
も
要
望

が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
お
り
、
今

後
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

直
政
公
が
箕
輪
か
ら
城
を
移

し
、
成
功
高
大
の
意
か
ら
高
崎
と
命

名
し
た
。
高
崎
が
誕
生
し
４
２
０
年

目
と
な
る
来
年
に
高
崎
誕
生
４
２
０

完成した郭馬出西小口門を訪れる市民

年
祭
を
開
催
で
き
な
い
か
。

答
弁　

本
市
で
は
市
制
施
行
１
０
０

周
年
な
ど
の
節
目
に
記
念
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
高
崎
誕
生
４
２
０
年

祭
を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
が
、
直

政
と
高
崎
の
つ
な
が
り
の
歴
史
は
今

後
も
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
が

安
心
し
生
活
す
る
た
め
の
救
済
策
は
。

答
弁　

高
齢
者
の
食
や
運
動
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
、
地
域
や
家
族
か
ら

孤
立
し
な
い
仕
組
み
づ
く
り
等
、
足

の
確
保
策
と
併
せ
て
多
方
面
か
ら
の

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
高
齢
者
が
出

掛
け
や
す
い
施
策
と
、
身
近
な
場
所

へ
赴
く
施
策
の
両
面
か
ら
検
討
し
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
た
い
。

質
問　

高
崎
自
然
歩
道
周
辺
に
は
、

茶ち
ゃ
う
す
や
ま
じ
ょ
う

臼
山
城
な
ど
の
城
址
や
山

や
ま
の
う
え上
碑
、

金
井
沢
碑
が
あ
り
、
石い

し
ぶ
み碑
の
路
で
は

万
葉
の
歌
碑
も
多
く
見
ら
れ
る
。
今

後
、
利
用
者
が
増
え
る
と
思
う
が
、

周
辺
施
設
の
整
備
状
況
は
。
ま
た
、

ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
準
備
状
況
は
。

答
弁　

利
用
者
の
安
全
確
保
と
利
便

性
向
上
の
た
め
、
本
年
度
は
公
衆
ト

イ
レ
の
改
修
と
駐
車
場
整
備
工
事
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
山
上
碑
と
金
井

沢
碑
の
導
入
路
に
は
、
木
道
や
ト
イ

レ
、
あ
ず
ま
や
を
整
備
し
て
い
る
。

ま
た
、
丘
陵
散
策
を
楽
し
む
人
に
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
を
配
布
し
て
い
る
。
最

近
は
、
上
野
三
碑
の
関
心
が
高
ま
り

在
庫
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
適
宜

増
刷
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

読
解
力
の
向
上
に
は
、
学
校

図
書
館
の
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果

た
す
と
思
わ
れ
る
。
本
市
で
は
学
校

図
書
館
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
読

解
力
向
上
に
対
す
る
成
果
は
。

答
弁　

文
部
科
学
省
で
は
、
読
書
量

と
学
力
の
間
に
は
相
関
が
あ
る
と
調

査
研
究
さ
れ
て
い
る
。
読
解
力
の
向

上
を
支
え
て
い
る
の
は
司
書
教
諭
や

図
書
館
指
導
員
で
、
書
架
の
工
夫
や

読
み
聞
か
せ
等
の
活
動
を
し
て
い
る
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
西
小
学
校
、
新

高
尾
小
学
校
は
文
部
科
学
省
の
子
ど

も
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
と
し
て
、

乗
附
小
学
校
は
読
売
教
育
賞
の
優
秀

校
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

質
問　

昨
年
の
12
月
に
が
ん
対
策
基

本
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、
本
市
の
が

ん
患
者
へ
の
支
援
内
容
は
。

答
弁　

高
崎
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
と

日
高
病
院
内
に
専
門
的
な
が
ん
相
談

窓
口
が
あ
り
、
医
療
の
ほ
か
医
療
保

険
や
社
会
福
祉
制
度
の
利
用
方
法
、

悩
み
の
相
談
も
で
き
る
。
ま
た
、
民

間
団
体
が
、
が
ん
経
験
者
や
そ
の
家

族
に
よ
る
地
域
が
ん
サ
ロ
ン
を
月
２

回
開
催
し
て
い
る
。
患
者
や
家
族
に

必
要
な
支
援
が
総
合
的
に
受
け
ら
れ
、

不
安
等
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
推
進
し
た
い
。

質
問　

学
童
保
育
を
利
用
す
る
児
童

数
が
増
加
し
、
支
援
員
不
足
に
ど
の

ク
ラ
ブ
も
頭
を
痛
め
て
い
る
。
支
援

員
の
確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

広
報
等
へ
の
募
集
記
事
の
掲

載
な
ど
の
ほ
か
、
今
後
は
就
職
相
談

会
に
支
援
員
募
集
の
ブ
ー
ス
を
設
け

る
こ
と
や
退
職
さ
れ
た
教
職
員
の
活

用
等
も
視
野
に
入
れ
、
支
援
員
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

学
童
保
育
の
支
援
員
に
長
く

勤
め
て
も
ら
う
に
は
、
処
遇
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

答
弁　

18
時
30
分
以
降
も
開
所
し
て

い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。
常
勤
的

な
支
援
員
は
年
額
約
20
万
円
、
非
常

勤
で
10
万
円
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
、
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

市
は
タ
ク
シ
ー
を
活
用
し
た

交
通
手
段
や
制
度
、
事
業
者
と
の
協

議
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

タ
ク
シ
ー
は
、
鉄
道
や
バ
ス

を
補
完
す
る
重
要
な
公
共
交
通
機
関

と
考
え
る
。
現
在
、
高
崎
地
区
タ
ク

シ
ー
協
議
会
を
通
じ
、
高
齢
者
の
買

い
物
や
医
療
機
関
な
ど
生
活
の
足
の

確
保
や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
の
観

点
か
ら
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

行
政
区
で
の
相
互
支
援
の
取

り
組
み
は
。

答
弁　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
で
の
支
え

合
い
が
重
要
で
あ
る
。
民
生
委
員
や

児
童
委
員
、
区
長
が
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
い
、

地
域
で
の
支
え
合
い
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

協
議
体
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し

て
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

質
問　

道
路
や
水
路
の
改
修
に
つ
い

て
、
行
政
区
か
ら
の
要
望
へ
の
対
応

状
況
は
。

答
弁　

要
望
が
出
さ
れ
た
箇
所
は
、

地
域
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現

地
の
確
認
調
査
を
行
い
、
内
容
を
検

討
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
整
備
や
予
算
措
置
を

し
て
い
る
。
今
後
も
、
緊
急
性
や
地

域
性
を
踏
ま
え
、
各
支
所
地
域
の
バ

ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
生
活
道
路

な
ど
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

まめ知識

　
　
小
学
校
の
英
語
教
育

イ
ク
ジ
イ
、イ
ク
バ
ア
の
育
成
を

堀ほ
り
ぐ
ち口 

　
順

す
な
お

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
イ
ノ
シ
シ
の
市
街
地
出
没
対
策

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
高た

か
は
し橋 

美み

な

お

奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

移

住

促

進

策

支
所
の
公
用
バ
ス
長お

さ
か
べ壁 

真し

ん

じ樹

（
新
風
会
）

　
防
火
対
象
物
の
点
検
報
告

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
課
題

新し

ん

ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

　
免
許
証
自
主
返
納
者
支
援

高
崎
誕
生
4
2
0
年
祭
後ご

か

ん閑 

賢け

ん

じ二

（
新
風
会
）

　
学
校
図
書
館
と
読
解
力
向
上

史
跡
と
高
崎
自
然
歩
道
白し

ら
い
し石 

隆た

か

お夫

（
新
風
会
）

　
　
支
援
員
の
処
遇
改
善
を

が
ん
患
者
へ
の
支
援
渡わ

た
な
べ邊 

幹か

ん

じ治

（
新
風
会
）

　
　
行
政
区
か
ら
の
要
望

足
元
を
か
た
め
る
施
策
木き

む

ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

まめ知識 不特定多数の人が利用する構造物などで、火災の発生により大きな被害が出ると想定される施設のこと。
公共施設の更新や長寿命化などを計画的に行い、財政負担を平準化し最適な配置を実現するために策定される計画のこと。●公共施設等総合管理計画(P8参照)

●防火対象物(P8参照) 小学生から中学１年生になったことで、学習や生活変化になじめず不登校になったり、いじめが増加するという現象のこと。
子育てをする夫婦をサポートするため、子育てに積極的に参加するおじいちゃんやおばあちゃんのこと。●イクジイ、イクバア

●中１ギャップ


